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６月２６日（火）、那須塩原市西那須野公民館にて「平成３０ 
年度那須地区地域連携教員研修兼地域教育コーディネーター養 
成研修を開催しました。地域連携教員や地域教育コーディネー 
ターなど、多くの方々に御参加いただきました。 
研修の前半を事例発表として、さくら市立熟田小学校教諭 阿 

久井克清 氏と、学校と地域を結ぶコーディネーター 吉澤 裕子  
氏をお招きし、「本校の地域連携活動とコーディネーターとの連 
携について」の演題でお話しいただきました。 

 地域連携教員として、また地域教育コーディネーターとしてそれぞれの立場から、日頃
の取組やお互いに連携していくことの大切さなどを、様々な事例を基に紹介していただき
ました。特に、コーディネーターがいることで学校側の負担が減ったこと、他校のコーデ
ィネーターも活用できることなどは、大変参考になる内容でした。参加者からは、「どの事
例も、双方の信頼関係が核になっていることが分かりました。」「やるべきこと、やりたい
ことが見えてきた。コーディネーターの立場の方の話も聞けて、大変参考になった。」など
今後の活動に向けて、とても前向きな感想が寄せられました。 
 また、各市町で行われている研修会を、後半に実施しました。併せて、県立学校の先生
方は各校の取組や課題等、情報交換を行いました。各研修の様子は、以下のとおりです。 

Vol.５３ 平成３０(2018)年７月 社会教育主事有資格教員と生涯学習・地域連携係のための元気アップ情報紙  

那須教育事務所 
ふれあい学習課 

〒324-0056   

栃木県大田原市中央 1-9-9 

Tel:0287(23)2177（代） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 大田原市は、今年度から始まった
コミュニティ・スクールとこれまで
取り組んできたスクールアシストプ
ランの関連について確認しました。
また、グループ協議を中学校区ごと
に行い、今年度の地域人材活用予定
や次回打合せの確認を行いました。
今回、初めて顔合わせした方も多
く、「お互いに、これからの連携を
大切にしていきたい。」などの感想
が出ていました。 

 那須町は、各校の地域学校協働活動
の成果と課題について、中学校区ごと
に情報交換を行いました。 
 コミュニティ・スクールが始まって
５年、地域教育コーディネーターの
方々もすっかり顔なじみとなり、情報
交換もスムーズに行うことができまし
た。初めて参加した地域連携教員の先
生も安心して参加することができ、今
後の活動について確認することができ
ました。 
 

 那須塩原市は、最初に地域学校協
働本部事業の説明がありました。市
では中学校区を一つの本部とし、今
年度は３地区がモデル事業として始
まりました。現在の取組について、
地域連携教員や地域学校協働活動推
進員から発表があり、参加した先生
方からは、「今後に向けて見通しが
もて、参考になった。」など、事業
の立ち上げに向けて前向きな感想が
多く寄せられました。 

 県立学校の先生方は、情報交換を中
心に後半の研修を進めました。 
 本地区には、普通系高校、普通系・
職業系併置高、職業系専門高校、特別
支援学校があり、取組にも各校の特色
がよく表れていました。地域や自治体
からの期待も大きく、今後、活動の場
をどこまで広げるかという課題も挙が
りました。一方で、生徒の自己有用感
が高まるなど、大きな成果も確認でき
ました。 
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